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http ://www.seitoku.jp/gakuen/toiawase/
「その他のご意見・お問い合わせ」まで

http://www.seitoku.jp/

　聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
　その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
　国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO 認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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二
月
八
日（
金
）、「
学
内
合
同

企
業
セ
ミ
ナ
ー in SEITOKU 

2013

」を
大
学
体
育
館
で
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
、厳
し
い
就
職

戦
線
の
中
で
も
積
極
的
に
新
卒

採
用
を
さ
れ
て
い
る
企
業
三
十 

五
社
と
、企
業
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
三
百
五
十
六
名
の
聖
徳
大

学
三
年
生
・
聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
一
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
も「
就
職
し
た
い
と

思
う
会
社
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
」「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
企
業

の
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、業
界
研

究
の
役
に
立
っ
た
」な
ど
の
意
見

が
あ
り
、就
職
活
動
の
よ
い
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さまざまな業界の採用担当者から情報を得る学生たち

学生の熱気あふれる学内就職イベント
「学内合同企業セミナー 

in SEITOKU 2013」開催
「聖徳夢プロジェクト」がスタートし、聖徳大学・
聖徳大学短期大学部の学びが変わります。

― 聖徳大学　学びのルネッサンス　Renaissance ―

　平成25年4月、聖徳基礎力から専門教育、そしてキャリア形成まで
つながる「聖徳夢プロジェクト」がスタートします。この聖徳夢プロ
ジェクトは、〈夢プロジェクト〉と〈夢実現プロジェクト〉からなります。

■■■■■ 夢実現プロジェクト ■■■■■
　〈夢実現プロジェクト〉は、夢プロジェクトに引き続き開かれます。1、2年次で自己
管理しながら高めてきた基礎力をもう一度確認し、まだ十分でないところを補強
しつつ、就職活動に向けて最終準備をしていきます。

■■■■■ 聖徳ラーニングデザインセンター ■■■■■
　4月に開設された「聖徳ラーニングデザインセンター（SEITOKU Learning Design 
Center）」では、必要なときに個別の学習プログラムをつくり、それぞれの力を高められ
るようにしっかりと支援していきます。特に今年度は、聖徳基礎力修得のため、学生一人
ひとりの学びを確実にするため、支援を行います。

　
三
月
四
日（
月
）、「
東
京
教
師

養
成
塾
」塾
生
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。川
並
弘
純
学
長

よ
り
、第
九
期
卒
塾
生
十
一
名

（
平
成
二
十
五
年
三
月
児
童
学

科
卒
業
）に
は
、東
京
都
教
育
委

員
会
か
ら
の
修
了
証
書
、入
塾

す
る
第
十
期
生
十
一
名（
児
童

学
科
四
年
生
）に
は
、合
格
通
知

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
長
か
ら
卒
塾
生
に
は
、「
実

習
校
で
の
学
校
生
活
は
苦
労
も

多
か
っ
た
こ
と
と
思
う
。貴
重

な
経
験
を
こ
れ
か
ら
に
生
か
し

て
ほ
し
い
」、入
塾
生
に
は
、「
聖

徳
大
学
の
名
誉
を
背
負
っ
て
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
る
」と
の
激
励

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
京
教
師
養
成
塾
は
、高
い

志
を
持
っ
た
教
員
を
学
生
の
段

階
か
ら
養
成
す
る
目
的
で
、教

員
を
養
成
し
て
い
る
大
学
と
連

携
し
て
、実
践
的
な
指
導
力
、さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
能

力
、教
師
と
し
て
の
使
命
感
等

を
育
て
る
た
め
に
東
京
都
教
育

委
員
会
が
十
年
前
に
開
設
し
ま

し
た
。本
学
で
は
毎
年
、学
長
の

推
薦
を
受
け
、東
京
都
教
育
委

員
会
の
選
考
を
経
て
、塾
生
と

な
り
ま
す
。現
在
は
、七
十
六
名

の
卒
塾
生
が
東
京
都
の
教
員
と

し
て
活
躍
中
で
す
。

修了証を授与される卒塾生たち

「
東
京
教
師
養
成
塾
」卒
塾
生
・
入
塾
生
激
励
会

平成22年度聖徳大学・聖徳大学短期大学部卒業生の「絆」と「和」

―謝恩会に代わり、全学科一堂に会して同窓会を開きます―
　平成22年度卒業生全学科の皆さんが一堂に会する同窓会を企画して
います。平成22年度の卒業生は、東日本大震災の年の卒業生です。卒業式
は毎年2日に分けて行われていますが、この年は1日目の卒業式を終えた
その日の午後、震災が発生しました。2日目の卒業式は延期となり、2週間
後に行われましたが、謝恩会は中止となりました。
　「心残りがある」「謝恩会に代わる会が開催できないだろうか」と卒業生
から声があがり、この度の企画がスタートしました。会場については帝国
ホテル様にご尽力をいただきました。

　多くの卒業生にご出席いただき、クラスメートや友人、教職員の方々と再会し、どのような
2年間を過ごしてきたのかなど、当時の思い出とともに語っていただきたいと思います。

お問い合わせ先　聖徳大学　学生課
（大学代表　047-365-1111） 第一緞帳「朝陽の富士」（28.5m×6.5m）

　
こ
の
度
、平
成
二
十
二
年
四

月
ま
で
、歌
舞
伎
座
で
実
際
に

使
用
さ
れ
て
い
た
、緞
帳
三
点

（
第
一
・
第
二
・
第
四
緞
帳
）が
、

本
学
園
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
緞
帳
は
、日
本
を
代
表

す
る
作
家
三
人
の
原
画
を
元
に
、

京
都
の
川
島
織
物
セ
ル
コ
ン
の

職
人
が
、世
界
に
誇
る
日
本
の

伝
統
工
芸
で
あ
る
手
織
り（
綴

織
）で
制
作
し
た
芸
術
作
品
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
原
画
・
設
置
場

所
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◎「
朝
陽
の
富
士
」  

大
山
忠
作

聖
徳
大
学
体
育
館

（
第
一
緞
帳
）

◎「
朝
日
桜
」 

　 

　
平
山
郁
夫

附
属
女
子
中
高
体
育
館

（
第
二
緞
帳
）

◎「
月
明
の
汀
」 

　 

上
村
淳
之

取
手
聖
徳
女
子
中
高
体
育
館

（
第
四
緞
帳
）

　
ぜ
ひ
、一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歌
舞
伎
座
の
緞
帳
を
学
園
に
移
設

■■■■■ 夢プロジェクト ■■■■■
　1、2年次で進められる〈夢プロジェクト〉では、「聖徳基礎力」を身に付けます。
①文章構成力を学びながらスタディスキルを向上させ、数的処理能力では論理的思考、
複眼的な問題解決力に必要な力を付けていきます。

②大学生活の自己評価とともに聖徳デザインチャートの活用により、学習の自己管
理力が身に付きます。

③キャリア実践演習では、多様な事例研究を通して、文章構成力や数的処理の力がい
かにキャリア形成に必要かを学ぶとともに、問題解決力、コミュニケーション力、
グループワーク力を育てていきます。

　知識習得型から課題解決型への転換、新しい学びの発見、学びの可能性を広げ、夢実現
プロジェクトに接続し、夢実現の領域を広げ、その実現の水準を引き上げていきます。

平成25年4月、聖徳大学に「文学部 文学科」誕生!
　多彩な6コースを設置し、実社会で求められるコミュニケーション力とともに、
柔軟な応用力を備え、目前の課題だけでなく、一歩先を見据えて行動できる自立
した女性を育成します。自分が選んだコース以外の授業を履修することも可能。
文学部でありながら、コミュニケーション力を磨き、｢教養、知識、キャリアデザイン
力｣を備えた人材を輩出する新しいスタイルの文学部です。

生涯教育文化学科

女性キャリア学科

英米文化学科

日本文化学科

英語・英文学コース
日本語・日本文学コース
歴史文化コース
書道文化コース
キャリアコミュニケーションコース
図書館情報コース

文学科

（生涯教育文化学科の一部科目は、児童学部 児童学科へ）

人文学部 文学部
〈NEW〉

平成22年度卒業生同窓会
・日時	 平成25年7月28日（日）
	 12時〜14時
・場所	 帝国ホテル　孔雀の間
・会費	 10,000円

※平成22年度卒業生には、3月にご案内を
　お送りしています。
平成22年度生同窓会発起人代表　松本 恵
（児童学科卒業生・聖徳大学キャリア支援室）
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三
月
七
日（
木
）、国
立
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、優
れ
た「
早
寝

早
起
き
朝
ご

は
ん
」
運
動

の
推
進
に
係

る
文
部
科
学

大
臣
表
彰
が

行
わ
れ
、
学

校
法
人
東
京

聖
徳
学
園
の

食
育
に
関
す

る
取
り
組
み「
大
学
生
が
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
！
」
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
で
は
、子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
は
適
切
な
運
動
、調
和
の
と

れ
た
食
事
、十
分
な
休
養
・
睡
眠

な
ど
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
大

切
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、そ
の

定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

運
動
な
ど
の
子
ど
も

の
生
活
習
慣
づ
く
り

に
関
す
る
活
動
の
う

ち
、そ
の
活
動
内
容
が

特
に
優
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
活
動
に

対
し
て
、文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
本
学
園
は
、幼
稚
園
児
か
ら

大
学
生
ま
で
、幅
広
い
年
齢
層

に
、『
食
生
活
ガ
イ
ド
』や『
食
事

の
マ
ナ
ー
読
本
』な
ど
を
活
用

し
、食
生
活
の
大
切
さ
か
ら
、早

寝
早
起
き
に
い
た
る
生
活
習
慣

の
改
善
と
確
立
の
指
導
を
長
期

的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

■
附
属
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、早
稲
田
大
学
、上
智
大
学
、

青
山
学
院
大
学
、学
習
院
大
学
、

法
政
大
学
、中
央
大
学
、明
治
大

学
、立
教
大
学
、同
志
社
大
学
、

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
、成

蹊
大
学
、獨
協
大
学
、國
學
院
大

学
、明
治
学
院
大
学
、駒
澤
大
学
、

東
洋
大
学
、日
本
大
学
、東
京
女

子
大
学
、日
本
女
子
大
学
、東
京

音
楽
大
学
、桐
朋
学
園
大
学
、武

蔵
野
音
楽
大
学
、跡
見
学
園
女

子
大
学
、大
妻
女
子
大
学
、植
草

学
園
大
学
、共
立
女
子
大
学
、恵

泉
女
学
園
大
学
、十
文
字
学
園

女
子
大
学
、昭
和
女
子
大
学
、白

百
合
女
子
大
学
、聖
心
女
子
大

学
、清
泉
女
子
大
学
、フ
ェ
リ
ス

女
学
院
大
学
、上
野
学
園
大
学
、

亀
田
医
療
大
学
、神
田
外
語
大

学
、杏
林
大
学
、
産
業
能
率
大

学
、順
天
堂
大
学
、杉
野
服
飾
大

学
、洗
足
学
園
音
楽
大
学
、大
正

大
学
、千
葉
工
業
大
学
、千
葉
商

科
大
学
、帝
京
大
学
、帝
京
科
学

大
学
、帝
京
平
成
大
学
、東
海
大

学
、東
京
国
際
大
学
、東
京
女
子

体
育
大
学
、東
京
電
機
大
学
、東

邦
大
学
、二
松
學
舎
大
学
、日
本

女
子
体
育
大
学
、日
本
保
健
医

療
大
学
、日
本
薬
科
大
学
、文
化

学
園
大
学
、明
海
大
学
、横
浜
薬

科
大
学
、立
正
大
学
、麗
澤
大
学
、

カ
リ
タ
ス
女
子
短
期
大
学
、戸

板
女
子
短
期
大
学
、東
京
女
子

体
育
短
期
大
学
、日
本
大
学
短

期
大
学
部
、文
化
学
園
大
学
短

期
大
学
部
、目
白
大
学
短
期
大

学
部
、立
教
女
学
院
短
期
大
学

■
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
、筑
波
大
学
、東
京
藝
術
大
学
、

茨
城
大
学
、福
島
大
学
、新
潟
大

学
、静
岡
県
立
大
学
、慶
應
義
塾

大
学
、上
智
大
学
、東
京
理
科
大

学
、学
習
院
大
学
、立
教
大
学
、法

政
大
学
、関
西
大
学
、南
山
大
学
、

日
本
女
子
大
学
、津
田
塾
大
学
、

亜
細
亜
大
学
、上
野
学
園
大
学
、

大
妻
女
子
大
学
、川
村
学
園
女
子

大
学
、共
立
女
子
大
学
、国
立
音

楽
大
学
、國
學
院
大
学
、国
際
武

道
大
学
、順
天
堂
大
学
、昭
和
音

楽
大
学
、昭
和
女
子
大
学
、杉
野

服
飾
大
学
、洗
足
学
園
音
楽
大

学
、大
正
大
学
、玉
川
大
学
、千
葉

科
学
大
学
、千
葉
工
業
大
学
、中

央
学
院
大
学
、帝
京
科
学
大
学
、

帝
京
平
成
大
学
、桐
蔭
横
浜
大

学
、東
京
成
徳
大
学
、東
京
福
祉

大
学
、東
京
未
来
大
学
、東
洋
大

学
、日
本
大
学
、日
本
医
療
科
学

大
学
、日
本
体
育
大
学
、武
蔵
野

音
楽
大
学
、明
星
大
学
、ヤ
マ
ザ

キ
学
園
大
学
、流
通
経
済
大
学
、

上
野
学
園
大
学
短
期
大
学
部
、戸

板
女
子
短
期
大
学

■
附
属
小
学
校

●
男
子

青
山
学
院
中
等
部
、麻
布
中
学

校
、市
川
中
学
校
、茨
城
中
学
校
、

江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
、大
宮

開
成
中
学
校
、海
城
中
学
校
、開

智
中
学
校
、か
え
つ
有
明
中
学

校
、学
習
院
中
等
科
、暁
星
中
学

校
、駒
込
中
学
校
、栄
東
中
学
校
、

佐
野
日
本
大
学
中
等
教
育
学
校
、

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
校
、渋
谷

教
育
学
園
幕
張
中
学
校
、修
徳
中

学
校
、秀
明
八
千
代
中
学
校
、常

総
学
院
中
学
校
、昭
和
学
院
中
学

校
、巣
鴨
中
学
校
、聖
学
院
中
学

校
、成
城
学
園
中
学
校
、専
修
大

学
松
戸
中
学
校
、千
葉
日
本
大
学

第
一
中
学
校
、中
央
大
学
横
浜
山

手
中
学
校
、土
浦
日
本
大
学
中
等

教
育
学
校
、貞
静
学
園
中
学
校
、

東
海
大
学
付
属
浦
安
高
等
学
校

中
等
部
、東
海
大
学
付
属
高
輪
台

高
等
学
校
中
等
部
、東
京
農
業
大

学
第
三
高
等
学
校
附
属
中
学
校
、

東
邦
大
学
付
属
東
邦
中
学
校
、獨

協
中
学
校
、獨
協
埼
玉
中
学
校
、

日
本
大
学
第
一
中
学
校
、日
本
大

学
豊
山
中
学
校
、二
松
學
舍
大
学

附
属
柏
中
学
校
、広
尾
学
園
中
学

校
、茗
溪
学
園
中
学
校
、明
治
大

学
付
属
中
野
中
学
校
、安
田
学
園

中
学
校
、八
千
代
松
陰
中
学
校
、

麗
澤
中
学
校
、早
稲
田
中
学
校
、

早
稲
田
摂
陵
中
学
校

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
、聖

徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中

学
校
、市
川
中
学
校
、江
戸
川
学

園
取
手
中
学
校
、江
戸
川
女
子
中

学
校
、桜
蔭
中
学
校
、大
妻
中
学

校
、大
妻
中
野
中
学
校
、学
習
院

女
子
中
等
科
、春
日
部
共
栄
中
学

校
、川
村
中
学
校
、共
栄
学
園
中

学
校
、共
立
女
子
中
学
校
、国
立

音
楽
大
学
附
属
中
学
校
、国
府
台

女
子
学
院
中
学
部
、駒
込
中
学

校
、栄
東
中
学
校
、渋
谷
教
育
学

園
幕
張
中
学
校
、実
践
女
子
学
園

中
学
校
、常
総
学
院
中
学
校
、女

子
聖
学
院
中
学
校
、女
子
美
術
大

学
付
属
中
学
校
、星
美
学
園
中
学

校
、専
修
大
学
松
戸
中
学
校
、東

海
大
学
付
属
浦
安
高
等
学
校
中

等
部
、東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早

中
学
校
、東
京
家
政
大
学
附
属
女

子
中
学
校
、東
京
女
学
館
中
学

校
、東
邦
大
学
付
属
東
邦
中
学

校
、東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部
、

豊
島
岡
女
子
学
園
中
学
校
、成
田

高
等
学
校
付
属
中
学
校
、二
松
學

舍
大
学
附
属
柏
中
学
校
、函
館
白

百
合
学
園
中
学
校
、日
出
学
園
中

学
校
、広
尾
学
園
中
学
校
、三
輪

田
学
園
中
学
校
、茗
溪
学
園
中
学

校
、八
千
代
松
陰
中
学
校
、山
脇

学
園
中
学
校
、麗
澤
中
学
校
、和

洋
九
段
女
子
中
学
校
、和
洋
国
府

台
女
子
中
学
校

■�

附
属
幼
稚
園

　
附
属
第
二
幼
稚
園

　
附
属
成
田
幼
稚
園

　
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、国
府

台
女
子
学
院
小
学
部
、千
葉
日

本
大
学
第
一
小
学
校

■�

三
田
幼
稚
園

　
八
王
子
中
央
幼
稚
園

　
多
摩
中
央
幼
稚
園

東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
小
学

校
、筑
波
大
学
附
属
小
学
校
、小

野
学
園
小
学
校
、学
習
院
初
等

科
、昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和

小
学
校
、帝
京
大
学
小
学
校
、東

京
創
価
小
学
校
、桐
朋
学
園
小

学
校
、文
教
大
学
付
属
小
学
校
、

明
星
小
学
校
、立
教
小
学
校

　
四
月
か
ら
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
で
新
し
い
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
・
聖
徳
大
学
附
属

女
子
中
学
校
・
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

を
は
じ
め
、多
く
の
大
学
・
短
大
・
中
学
校
・
小
学
校
に
合
格
し
て
お
り
ま
す
。

合
格

卒業式・卒園式

平成24年度

平成24年度

増井三夫副学長（会場の展示パネル前にて）

学
園
の「
食
育
」へ
の
取
り
組
み
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰

「
大
学
生
が
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
！
」

『食事のマナー読本』

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

3/18（月）・19（火）

3/10（日）

3/6（水）

3/2（土）

3/15（金）

3/16（土）

大学院・大学・短期大学部

幼児教育専門学校

附属女子中学校・高等学校

取手聖徳女子中学校・高等学校

附属幼稚園

三田幼稚園

　学園の各教育機関で卒業式・卒園式が挙行され、今年も卒業生・卒園児による聖徳の輪が社会に
広がりました。聖徳を巣立つ姿を紹介します。
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年
の
ス
ト
レ
ス
に
関
す

る
研
究
で
、
友
達
や
教

員
、家
族
な
ど
身
近
な
人
と
の

対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス
が
も

と
で
、身
体
的
不
調
が
生
じ
る

「
心
身
健
康
の
問
題
」が
多
く
議

論
さ
れ
、緊
急
に
そ
の
対
策
を

講
じ
る
べ
き
と
の
報
告
が
多
く

聞
か
れ
ま
す
。

◆
あ
る
研
究
で
は
、学
生
生
活

の
充
実
度
と
友
人
の
有
無
と
は

相
関
関
係
が
高
い
と
の
報
告
も

さ
れ
て
い
ま
す
。交
友
関
係
を

築
く
こ
と
が
苦
手
な
人
は
、学

校
生
活
を
送
る
上
で
の
ス
ト
レ

ス
度
が
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
、

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、今
で
は
多
く
の
学
校
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配

置
さ
れ
、心
の
相
談
室
等
が
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
私
の
研
究
室
は
、カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
お
り
、相
談
を
希
望
さ

れ
る
人
が
多
く
来
室
さ
れ
て
い

ま
す
。相
談
内
容
で
一
番
多
い

の
が「
人
間
関
係
」、二
番
は「
心

身
健
康
」で
す
。こ
れ
ら
で
６０

か
ら
７０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
相
談
に
訪
れ
た
多
く
の
人
に
、

「
先
生
、こ
の
お
も
ち
ゃ
は
何
で

す
か
？
何
に
使
う
の
で
す
か 

？
」と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。研
究

室
に
は
、お
絵
か
き
道
具
や
ゲ

ー
ム
、パ
ズ
ル
や
ト
ラ
ン
プ
、そ

し
て
、ま
ま
ご
と
に
使
え
そ
う

な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
道
具
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
物
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
は
す
べ
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
で
使
う
道
具
な
の
で
す
。

◆
私
は
、こ
の
研
究
室
で
中
学

生
か
ら
大
学
生
・
大
学
院
生
お

よ
び
教
職
員
、さ
ら
に
、そ
の
人

た
ち
の
ご
家
族
の
方
々
と
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん
教
員
と
し
て
授
業
も
受
け
持

っ
て
い
ま
す
が
、授
業
の
な
い

時
間
は
研
究
室
で
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
は
、こ

と
ば
に
よ
る
面
接
も
あ
り
ま
す

が
、こ
と
ば
以
外
の
面
接
も
あ

る
の
で
す
。そ
の
時
、私
の
部
屋

の
お
も
ち
ゃ
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
登
場
し
て
活
躍
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
聖
徳
学
園
に

集
う
人
た
ち
の
た
め
の「
こ
こ

ろ
の
サ
ポ
ー
ト
」に
力
を
注
い

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
保
健
セ
ン
タ
ー
准
教
授
／

専
門
分
野
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

論
、臨
床
心
理
学

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

第 回14
鈴
木 

悦
子

私
の
研
究
室
は
お
も
ち
ゃ
箱
？

近
　

年
度
末
恒
例
と
な
っ
た
音
楽

学
部
音
楽
総
合
学
科
音
楽
教
員

養
成
コ
ー
ス
の
学
生
に
よ
る
第

五
回
演
奏
会
が
、
二
月
十
日

　

一
月
二
十
九
日（
火
）か
ら
二

月
二
日（
土
）ま
で
、聖
徳
大
学

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
の
閲

覧
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
児
童
学
科

「
第
六
回
卒
業
研
究
美
術
作
品

展
」が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
の

展
覧
会
で
は
、制
作
を
中
心
に

卒
業
研
究
を
行
っ
た
学
生
の

　

二
月
六
日（
水
）に
、短
期
大

学
部
総
合
文
化
学
科
デ
ザ
イ

ン
・
イ
ン
テ
リ
ア
ブ
ラ
ン
チ
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ
合
同

の
卒
業
制
作
発
表
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
・
イ
ン
テ

リ
ア
ブ
ラ
ン
チ
で
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
生
が
最
も
興
味
の
あ
る

分
野
を
選
び
、作
品
を
作
り
ま

し
た
。水
彩
に
よ
る
風
景
画
、立

体
的
な
装
飾
用
置
物
、木
工
に

よ
る
壁
掛
け
鏡
、飛
び
出
す
絵

本
な
ど
、オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ

れ
る
作
品
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

（
日
）、
大
学
一
号
館
香
順
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
演
奏
力
の
あ
る
教
師
に
な
ろ

う
」を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
本
コ
ー

ス
で
は
、毎
年
三
、四
年
生
が
必

ず
舞
台
に
立
ち
、演
奏
の
腕
を

披
露
し
ま
す
。会
場
で
は
コ
ー

ス
紹
介
の
展
示
、四
年
生
が
作

成
し
た
演
奏
会
ポ
ス
タ
ー
の
コ

ン
テ
ス
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
ド
レ
ス
を
身
に
ま

と
っ
た
学
生
た
ち
は
、普
段
の

勉
学
や
教
育
実
習
の
時
と
は

ま
っ
た
く
違
っ
た
様
子
で
、熱

く
ひ
た
む
き
な
音
楽
が
ホ
ー
ル

を
満
た
し
ま
し
た
。

　

四
年
生
に
よ
る
最
後
の
合
唱

は
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、「B

rillan-
te

」と
名
乗
る
四
年
生
全
員
が
力

を
合
わ
せ
て
書
き
あ
げ
た
詩
に
、

松
井
孝
夫
准
教
授
が
す
て
き
な

曲
を
付
け
た『
あ
な
た
に
…
』が

初
演
さ
れ
ま
し
た
。

成
果
発
表
の
場
と
し
て
、作
品

と
論
文
形
式
の
解
説
書
の
展

示
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
で
使
え
る
手
作

り
教
材
や
、「
図
画
工
作
」な
ど

の
授
業
で
行
っ
た
内
容
を
さ

ら
に
深
め
た
作
品
、本
格
的
な

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
な
ど

が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
卒
業
制
作
に
臨

む
学
生
か
ら
は
、「
完
成
度
が

高
い
」「
私
も
や
っ
て
み
た

い
」、四
年
生
か
ら
は
、「
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
」

「
自
信
が
持
て
た
」な
ど
の
感

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
チ
で

は
、
イ
ブ
ニ
ン

グ
ド
レ
ス
や
カ

ク
テ
ル
ド
レ
ス

を
制
作
し
ま
し

た
。自
分
の
イ

メ
ー
ジ
に
合
う

想
が
あ
り
、互
い
に
刺
激
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

会場から温かい拍手が送られました研究室のおもちゃ

音
楽
教
員
養
成
コ
ー
ス「
第
五
回
演
奏
会
」開
催

バ
ラ
エ
ティ
ー
豊
か
な
作
品
が
五
十
点

児
童
学
科「
第
六
回
卒
業
研
究
美
術
作
品
展
」

「こんにゃく湖を使用した
新聞子供服」

（保育士養成コース４年・
根岸あゆみさんの作品）

こんにゃく湖を使用し、新聞紙の
強度を上げて子供服を制作しまし
た。マネキンにも新聞紙を利用し、
５歳児の体型を制作しました。

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所

第
18
回

所
長
の
伝
言
板

生
涯
学
習
と
仕
事
・
職
業

　
「
仕
事
・
職
業
」と
生
涯
学
習

を
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
、現

在
の
生
涯
学
習
に
お
け
る
大
き

な
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
研
究
所
で
は
、昨

年
六
月
に
開
催
し
た「
楽

が
く
し
ゅ
う
習
フ
ェ

ス
タ
」の
中
で
、「
仕
事
」を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
、「
聖
徳
お
し
ご
と

デ
パ
ー
ト
」を
実
施
、千
五
百
人

を
超
え
る
子
ど
も
と
保
護
者

で
、大
学
十
号
館
は
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。学
校
教
育
に
お
い
て
も

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
小
学
校

の
う
ち
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、大
学
教

育
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
位
置
づ
け
も
重
大
で
す
。

　

昨
年
末
、韓
国
生
涯
教
育

研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
）の
生
涯
学

習
国
際
会
議
で
は
、Ｅ
Ｕ
・
ア
ジ

ア・
中
南
米
の
国
々
が
参
加
し
、

テ
ー
マ
が「
生
涯
学
習
と
職
業

（
仕
事
、雇
用
）」と
な
っ
て
い
ま

し
た
。今
や
、世
界
的
な
雇
用
不

安
、
就
職
困
難
、
若
年
者
の
失

業
、高
い
離
職
率
な
ど
、抱
え
る

問
題
は
世
界
共
通
の
課
題
で
す
。

　

昨
年
か
ら
、（株）
富
士
通
研
究

所
の
協
力
で
実
施
し
て
い
る

「
女
子
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
も
、

児
童
学
科
生
涯
学
習
指
導
者
コ

ー
ス
お
よ
び
生
涯
教
育
文
化
学

科
の
卒
業
生
が
参
加
し
て
、「
女

性
の
新
し
い
働
き
方
」を
テ
ー

マ
に
実
施
し
ま
し
た
。今
年
度

も「
地
域
」「
生
涯
学
習
と
職
業
」

を
主
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、学

生
た
ち
に
も
そ
の
取
り
組
み
を

呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

所長

福留  強

「言葉の発達をうながす布絵本」（保育士養成コース４年・箕輪さやさんの作品）
「言葉の発達をうながす布絵本―布の感触を楽しみながら―」を卒論テーマとし、
「ももたろう」と「数遊び」ができる布絵本を制作しました。今年２月の「女子力フォーラム」の様子

新田未来さん制作の
イブニングドレス 小島理実さんの木工作品

　

二
月
七
日（
木
）、平
成
二
十 

四
年
度
短
期
大
学
部
国
語
国
文

学
会
大
会
を
本
学
に
て
開
催
し

ま
し
た
。本
学
会
は
、旧
短
大
文

学
科
で
国
語
国
文
学
を
専
門
と

し
た
教
員
お
よ
び
総
合
文
化
学

科
の
文
芸
・
編
集
、図
書
館
司
書

ブ
ラ
ン
チ
所
属
の
学
生
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、大
会
は
日
ご
ろ

の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
学
生
の
卒
業
研
究
か

ら
、中
野
友
美
さ
ん
が「
県
民
歌

に
つ
い
て
の
考
察
―
県
民
歌
に

込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」、

増
子
カ
ン
ナ
さ
ん
が「
福
島
県

の
郷
土
料
理
に
つ
い
て
」と
い

う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
、県
民
歌
の
歌

詞
に
注
目
し
、「
わ
れ
ら
」や「
わ

が
」が
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る

と「
あ
な
た
」や「
私
」に
置
き
換

え
ら
れ
る
な
ど
、制
作
年
代
に

よ
っ
て
使
用
語
彙
が
変
化
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、そ
の
背

景
を
探
り
ま
し
た
。増
子
さ
ん

は
会
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

卒
業
研
究
を
選
択
し
、福
島
県

の
郷
土
料
理
の
名
称
と
現
状
を

調
査
す
る
と
と
も
に
、今
後
の

郷
土
料
理
に
つ
い
て
の
考
察
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、中
野
沙
惠
日
本
文

化
学
科
教
授
に
よ
る「『
お
く
の

ほ
そ
道
』と
蕪
村
」と
い
う
演
題

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。蕪
村

が
芭
蕉
を
強
く
意
識
し
て
い
た

こ
と
を
近
年
発
見
さ
れ
た
絵
や

書
簡
を
含
め
、現
存
す
る
史
料

に
よ
っ
て
裏
付
け
ま
し
た
。

総
合
文
化
学
科

「
平
成
二
十
四
年
度
短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会
大
会
」開
催

中野友美さん
（文芸・編集ブランチ2年）

増子カンナさん
（製菓ブランチ2年）

総
合
文
化
学
科

デ
ザ
イ
ン・イ
ン
テ
リ
ア
ブ
ラ
ン
チ

フ
ァッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ

卒
業
制
作
発
表
会
で
作
品
披
露

ス
タ
イ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
、何

度
も
生
地
店
に
行
き
、慎
重
に

生
地
を
選
び
、難
易
度
の
高
い

作
品
を
作
り
ま
し
た
。
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二
月
二
十
三
日（
土
）、心
理

学
科
の
菅
沼
憲
治
教
授
の
定

年
記
念
講
義
が
大
学
三
号
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。菅
沼
教
授

は
、三
十
五
年
間
の
大
学
教
員

生
活
と
と
も
に
、四
十
年
に
わ

た
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

も
仕
事
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

講
義
の
テ
ー
マ
は
、「
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
心
理
学
の
基
本
的

懸
念
」で
し
た
。

　

前
半
は
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
お
け
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト（
相

談
者
）か
ら
の
問
い
に
対
す
る

考
え
方
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、

　

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
通

信
教
育
部
保
育
科
で
は
、二
月

一
日（
金
）か
ら
三
日
間
、第
七
十 

七
回「
卒
業
総
合
面
接
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。通
信
教
育
で
は
、

普
段
は
一
人
で
学
習
を
し
、レ

ポ
ー
ト
を
書
き
、合
格
し
た
上
で

試
験
を
受
け
ま
す
。ま
た
、春
・

夏・
冬
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
席

し
ま
す
。卒
業
す
る
に
は
必
要

な
科
目
を
す
べ
て
合
格
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
最
後
の
講

義
が「
卒
業
総
合
面
接
」で
す
。

　

今
回
は
、五
十
一
名
が
対
象
で

し
た
。川
並
知
子
名
誉
学
園
長
、

川
並
弘
純
学
長
、野
原
八
千
代

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
事
予
定

や
大
会
結
果
等
の
報
告
を
随
時

更
新
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、佐

藤
信
春
監
督
に
よ
る「
監
督
の

ぶ
ろ
ぐ
」も
あ
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、

臨
床
心
理
士
を
目
指
す
大
学

生
・
大
学
院
生
に
対
し
て
は
、

臨
床
経
験
豊
富
な
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
指
導
・
助
言
を
受
け
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
、菅
沼
教
授
が
以
前

に
行
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
貴
重
な
ラ
イ
ブ
映
像
を
見

な
が
ら
、Ａ
・エ
リ
ス
の
理
論
に

基
づ
い
た
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
考

え
方
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。

　

長
年
、学
生
や
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
と
真
摯
に
向
き
合
い
、そ
の

成
長
に
つ
い
て
常
に
考
え
て

こ
ら
れ
た
温
か
く
穏
や
か
な

人
柄
が
感
じ
ら
れ
る
講
義
で

し
た
。

学
生
部
長
、仲
瀬
律
久
児
童
学

部
長
、塚
本
美
知
子
保
育
科
長

等
に
よ
る
講
話
や
講
義
が
あ
り
、

学
生
に
と
っ
て
充
実
し
た
三

日
間
と
な
り
ま
し
た
。最
終
日

の
午
後
に
は
、「
聖
和
会
」（
通

信
教
育
の
同
窓
会
）に
よ
る
懇

親
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場

と
な
っ
た
大
学
七
号
館
リ
リ
ブ

で
は
、五
十
一
名
の
晴
れ
晴
れ

と
し
た
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
す
る
ま
で
に
は
、自
身
の

努
力
に
加
え
て
、家
族
や
職
場

の
人
々
の
支
え
が
あ
り
、と
り
わ

け
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
共

に
学
ぶ
仲
間
の
存
在
で
す
。く
じ

下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。選
手

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

け
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、励
ま

し
合
っ
た
仲
間
の
存
在
、仲
間

と
の
出
会
い
が「
宝
」に
な
っ

た
こ
と
等
、感
謝
の
言
葉
が
多

く
聞
こ
え
た
懇
親
会
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
公
認
栄
養
士

か
ら
学
ん
だ
こ
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

社
会
福
祉
を
学
ん
で

海外研修報告

海外研修報告

人
間
栄
養
学
科
２
年

根
本 

み
ゆ
き  

さ
ん

社
会
福
祉
学
科
養
護
教
諭
コ
ー
ス
２
年   

髙こ
う

麗ま

　
栞し

お
り　さ

ん

　

二
月
九
日（
土
）か
ら
十
八
日

（
月
）の
期
間
、八
泊
十
日
の
ア

メ
リ
カ
西
海
岸
研
修
旅
行
に
参

加
し
ま
し
た
。今
回
の
研
修
で

は
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
に
あ
る
、女
子
大

学
の
学
食
や
、病
院
、老
人
ホ
ー

ム
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

の
厨
房
な
ど
、通
常
で
は
な
か

な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
施

　

二
月
十
三
日（
水
）か
ら
二
月

二
十
一
日（
木
）の
期
間
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
海
外
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。こ
の
研
修
で
は
市

内
見
学
や
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
、社

会
福
祉
施
設
見
学
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。特
に
、グ
レ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
カ
レ
ッ
ジ
の「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」の
見
学
は
印
象
的
で
、

日
本
の
保
健
室
と
の
違
い
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

日
本
の
保
健
室
で
養
護
教
諭
が

主
に
一
人
で
行
っ
て
い
る
、け
が

な
ど
の
処
置
と
健
康
相
談（
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）の
仕
事
を
二
人

で
分
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
分
担
す
る
こ
と
で
、よ

り
専
門
的
に
深
く
生
徒
と
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

日
本
の
よ
さ
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
よ
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま

す
が
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
の
裏
側
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
、大
変
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、二
人
の
ア
メ
リ

カ
の
公
認
栄
養
士
の
先

生
に
よ
る
講
演
で
は
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の

拡
大
、
朝
食
の
ワ
ン
プ

レ
ー
ト
化
、砂
糖
の
多
量

摂
取
、運
動
不
足
に
よ
っ

て
、学
童
、成
人
の
肥
満

が
急
激
的
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、現
在
の

ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
に
対
す
る

問
題
点
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
ア
メ
リ
カ
の
公

認
栄
養
士
に
つ
い
て
深
く
勉
強

で
き
、た
く
さ
ん
の
見
学
も
で

き
、ま
た
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、

本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。今

回
の
経
験
を
生
か
し
て
将
来
は

立
派
な
管
理
栄
養
士
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

お
二
人
の
話
を
聞
い
て
、生
徒

の「
心
身
の
健
康
」に
対
す
る
思

い
は
同
じ
な
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、出
発
当
日

に
桜
島
噴
火
の
影
響
で
飛
行
機

が
欠
航
に
な
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、無
事

に
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

ユニバーサルスタジオにて

ヘルスケアセンターにて

心
理
学
科

菅
沼
憲
治
教
授
定
年
記
念
講
義

菅沼教授（中央）と大学院生

通
信
教
育
部
保
育
科「
卒
業
総
合
面
接
」

感
謝
！ 

共
に
学
ぶ
仲
間
に

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

記念写真

陸上競技部ホームページ

http : //www4. hp-ez. com/hp/seitokuriku/page6

● 附属小学校 秋和会

● 聖徳学園 聖徳学園菊水会
（同窓会連合会）

● 大学院・大学・短大 香和会

● 附属女子中・高 爽和会

▶ 未定　（詳細は６月１日発行の本誌に掲載予定）

▶7月21日（日）	 香和会創立45周年記念 第46回 総会・祝賀会（11時～）
	 会場：東京會舘ローズルーム（東京都千代田区丸の内3-2-1）
	 〔交通のご案内〕	■ JR京葉線「東京駅」6番出口徒歩3分
	 	 	 	 ■ 地下鉄千代田線「二重橋前駅」徒歩5分

● 大学院通信・大学通信・短大通信 聖和会
▶4月	 役員会
▶7月	 役員・支部長研修会

● 専門学校 ひじり会
▶8月25日（日）	 第32回リズム講習会

● 取手聖徳女子中・高 聖朋会

今年度も各同窓会が行われます。
詳細については各同窓会からご案内申し上げます。

平成25年度 シリーズコンサート公演日程 同窓会年間行事予定表  — ぜひご参加ください —

「聖徳学園シリーズコンサート」は、学生、生徒、児童の
情操教育活動の一環として世界的に著名なオーケストラ、
演奏家によるコンサート、オペラ、バレエ、日本の伝統芸能
等幅広い分野にわたって、実物に接して心の教育を実践
するという本学園の特長的な教育として、川並香順記念
講堂を会場に、昭和56年から続けられています。

平成25年3月現在　※コンサート演目等変更することがあります。

● 聖徳大学附属幼稚園

● 聖徳大学附属第二幼稚園

● 聖徳大学附属成田幼稚園

● 聖徳大学附属浦安幼稚園

● 聖徳学園三田幼稚園

● 聖徳学園八王子中央幼稚園

● 聖徳学園多摩中央幼稚園

かをり会
菊水会
すなお会
知水会
なごみ会
わかば会
和香竹会

▶5月25日（土）

▶6月1日（土）

▶5月25日（土）

▶6月1日（土）

▶6月15日（土）

▶6月1日（土）

▶6月22日（土）

▶5月19日（日）	 運動会（卒業生参加種目あり）
▶10月27日（日）	第27回聖徳祭（卒業生いこいの場あり）

▶5月予定	 幹事会
▶9月29日（日）	 聖徳祭
	 フラワーアレンジメント体験講座
▶平成26年1月13日（月・祝）	 聖徳成人式

▶6月1日（土）	 第11回評議員会

　　月日　    　　 　時間　　    　　　　演　　　　目

	 4月	15日（月）	 15：30	 聖徳学園「入門コンサート」①
		 15日（月）	 18：15	 聖徳学園「入門コンサート」②
	 5月	14日（火）	 18：15	 ウィーン少年合唱団
		 17日（金）	 18：15	 聖徳学園「落語鑑賞会」
		 24日（金）	 16：00	 歓迎オルガンコンサート①
		 24日（金）	 18：15	 歓迎オルガンコンサート②
	 6月	 3日（月）	 18：15	 京劇『三國志』
		 13日（木）	 18：15	 聖徳学園「歌舞伎鑑賞会」
		 21日（金）	 18：15	 モスクワ・フィルハーモニー交響楽団
		 24日（月）	 18：15	 ロイヤル・フィルハーモニー管弦楽団
		 27日（木）	 18：15	 G・Rockets　ダンスパフォーマンス
	 7月	10日（水）	 16：00	 ベルリン・フィル12人の金管奏者たち
	 9月	13日（金）	 16：00	 伝えたい歌・残したい歌
	 10月	 9日（水）	 18：15	 エリックミヤシロ　EM・BAND
		 15日（火）	 18：15	 聖徳学園「文楽鑑賞会」
		 25日（金）	 18：15	 創立80周年記念 第10回 聖徳オペラ
				    　　　　『フィガロの結婚』（日本語公演）
		 26日（土）	 13：00	 創立80周年記念 第10回 聖徳オペラ
				    　　　　『フィガロの結婚』（原語公演）
		 28日（月）	 18：15	 チェコ・フィルハーモニー管弦楽団
	 11月	14日（木）	 18：15	 聖徳学園「能楽鑑賞会」
		 19日（火）	 18：15	 ゲルハルト・オピッツ　ピアノコンサート
	 	22日（金）	 18：15	 和楽
	 12月	 5日（木）	 18：15	 スローカー・トロンボーン四重奏団
		 １0日（火）	 18：15	 聖徳学園「第九の夕べ」
	 １月	 8日（水）	 16：00	 送別オルガンコンサート①
		  8日（水）	 18：15	 送別オルガンコンサート②
		 11日（土）	 16：00	 聖徳学園「吹奏楽の夕べ」
		 14日（火）	 18：15	 ヨハン・シュトラウス・アンサンブル
		 15日（水）	 18：15	 キエフバレエ『くるみ割り人形』

聖徳学園菊水会ハワイ研修旅行

場所：ハワイ（オアフ島）
申込方法：聖徳学園菊水会ホームページより、案内・参加申込書をダウンロードできます。
ht tp : //www.seitoku . jp/doso rengokai/1rengoutop/hawaiikenshu2013 .pdf

8月18日（日）〜23日（金）の6日間
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二
月
二
十
二
日（
金
）、東
京

都
市
大
学
・
等
々
力
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、保
育
士
を
養
成
す

る
関
東
エ
リ
ア
の
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
学

生
に
よ
る
保
育
に
関
す
る
研
究

成
果
の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
年
は
、個
人
研
究
、グ

ル
ー
プ
研
究
合
わ
せ
て
三
十
九

件
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
九
日（
日
）に
幼
児
教

育
専
門
学
校
内
で
実
施
さ
れ
た

「
第
五
十
六
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発

表
会
」に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
、

保
育
問
題
グ
ル
ー
プ「
子
ど
も

の
心
を
豊
か
に
育
て
る

た
め
に
～『
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ッ
プ
』を
取
り
入

れ
た
保
育
」（
一
部
二

年
生
・
五
名
）が
学
校

を
代
表
し
て
発
表
を

行
い
ま
し
た
。レ
ジ
ュ

メ
、発
表
原
稿
、
配
付

資
料
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
よ
る
発
表
内
容

等
の
作
成
を
行
い
、発
表
に
臨

み
ま
し
た
。落
ち
着
い
た
態
度

で
、
自
分
た
ち
の
研
究
目
的
、

研
究
方
法
、
結
果
・
考
察
を
参

加
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

保
育
者
に
と
っ
て「
子
ど
も

を
ど
う
支
え
て
い
く
か
」と
い
う

「
保
育
観
」の
形
成
は
大
切
な
こ

と
で
す
。今
回
の
テ
ー
マ「
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
た

保
育
」の
研
究
で
獲
得
し
た
保

育
方
法
が
、将
来
、保
育
現
場
の

子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
ス
キ
ル

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

全国保育士養成協議会「第26回学生研究発表会」に参加

専門学校 ４月・５月の予定

4月7日（日）… 入学式
8日（月）… 前期（1学期）

授業開始
13日（土）… 健康診断
20日（土）… 聖徳フレンド

シップデイ
5月27日（月）～6月8日（土）…

保育所実習（1部2年生）

　川並弘昭記念図書館の最上階の博物館で
は、ピーターが皆さまを童話の世界に誘います。

会期／	好評開催中 〜7月31日（水）
	 　　9：00〜17：00　　入場無料
	 （休館は、毎日曜日・祝日と

学事日程による休業日）

会場／ 聖徳大学１号館８階 聖徳博物館

会期／	好評開催中 〜5月18日（土）
	 　　9：00〜17：00　　入場無料
	 （休館は、毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

会場／ 聖徳大学8号館1階 ギャラリー

日本文化学科書道文化コースの
「卒業制作書道展」開催しました

聖徳大学文学部開設記念
「日本近代文学作家の自筆原稿」展

「ピーターラビット・コレクション」展

　３月４日（月）から１９（火）
の期間、平成２４年度聖徳
大学人文学部日本文化学
科書道文化コース４年生
による書道展が開催され、
書に懸ける学生の思い
が伝わる力作が展示さ
れました。 ※８号館利根山光人記念ギャラリーに１７作品を展示

　

三
月
二
十
日（
水
・
祝
）、盛
岡

市
の
岩
手
県
民
会
館
で
開
催
さ

れ
た「
第
三
十
六
回
全
日
本
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」（
全

日
本
吹
奏
楽
連
盟
・
朝
日
新
聞

社
主
催
）に
お
い
て
、東
関
東
支

部
代
表
と
し
て
高
校
の
部
に
出

場
し
た
附
属
女
子
高
等
学
校

「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
」と
、

職
場
・
一
般
の
部
に
出
場
し
た

　

二
月
二
日（
土
）、銀
座
で
行

わ
れ
た「
第
十
回
ヤ
マ
ノ
・
ス
ト

リ
ン
グ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン

テ
ス
ト
」に
、附
属
女
子
中
高
管

弦
楽
部
の
高
校
生
選
抜
メ
ン
バ

ー
六
名
が
出
場
し
ま
し
た
。こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、一
般
に
な

じ
み
の
な
い
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
普
及
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。使
用
す
る
楽
器
は
バ
イ
オ

リ
ン
、ビ
オ
ラ
、チ
ェ
ロ
、コ
ン

ト
ラ
バ
ス
で
、人
数
は
数
名
ま

で
と
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

部
員
の
石
井
万
理
さ
ん（
バ

イ
オ
リ
ン
）、藤
本
有
里
沙
さ
ん

卒
業
生
チ
ー
ム
で
あ
る
聖
徳
ウ

ィ
ン
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
木
管

八
重
奏
」の
二
チ
ー
ム
が
、そ
れ

ぞ
れ
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
、一
月
の「
第
十 

八
回
東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
」に
千
葉
県
代
表
と
し
て

出
場
し
、中
学
校
の
部・高
校
の
部

い
ず
れ
も
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、高
校
の
部
に
出
場
し
た

（
バ
イ
オ
リ
ン
）、石
川
由
莉
さ

ん（
ビ
オ
ラ
）、矢
崎
七
海
さ
ん

（
チ
ェ
ロ
）、工
藤
祐
奈
さ
ん（
チ

ェ
ロ
）、笠
間
美
映
さ
ん（
コ
ン

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
、さ
ら
に
、

一
般
の
部
に
出
場
し
た
聖
徳
ウ
ィ

ン
ド・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
木
管
八

重
奏
に
、今
回
の
全
国
大
会
の
出

場
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、二
月
の「
第
七
回
千
葉

県
私
学
吹
奏
楽
大
会
」で
も
最

優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

日
々
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
バ
ス
）の
六
人
は
、ブ
リ
テ

ン
作
曲
の
名
作「
シ
ン
プ
ル
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
」第
四
楽
章
を
演

奏
し
、前
半
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

部
で
見
事
、「
ベ
ス
ト
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
賞（
第
一
位
）」に
輝
き

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス

賞
」（
観
客
が
選
ぶ
団
体
賞
）の

候
補
に
も
な
り
ま
し
た
が
、惜

し
く
も
ダ
ブ
ル
受
賞
は
逃
し
ま

し
た
。ど
の
生
徒
も
入
学
し
て

か
ら
弦
楽
器
を
始
め
ま
し
た

が
、不
断
の
努
力
の
結
果
、受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
高
校
生
と
卒
業
生
の
二
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
で「
金
賞
」受
賞

第
三
十
六
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

管
弦
楽
部
、ベ
ス
ト
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
賞
受
賞

　

十
二
月
二
十
六
日（
水
）、

二
十
七
日（
木
）、千
葉
県
一
の

宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ

れ
た「
平
成
二
十
四
年
度
関
東

高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
・
冬

期
大
会
」で
附
属
女
子
中
高
ゴ

ル
フ
部
の
木
村
彩
子
さ
ん（
高

校
二
年
）は
、二
日
間
ト
ー
タ
ル

百
五
十
六
ス
ト
ロ
ー
ク
で
十
位

タ
イ
と
い
う
好
成
績
を
得
ま
し

た（
出
場
は
、シ
ー
ド
選
手
・
地

区
予
選
通
過
の
百
二
十
八
名
、

木
村
さ
ん
は
シ
ー
ド
選
手
）。

　

こ
の
結
果
、上
位
二
十
位
ま

で
に
与
え
ら
れ
る
三
月
の「
第

三
十
三
回
全
国
高
等
学
校
ゴ

ル
フ
選
手
権
春
季
大
会
出
場
」

（
会
場
・
滋
賀
県
瀬
田
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
）へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。木
村
さ
ん
は
夏
の

全
国
大
会（
二
十
四
位
）に
続

い
て
二
度
目
の
出
場
と
な
り

ま
す
。

　

新
年
度
、ゴ
ル
フ
部
は
有
力

新
入
生
も
加
わ
り
、団
体
で
全

国
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
部
、全
国
大
会
出
場
決
定

木村彩子さん

今後も「弦楽合奏の聖徳」の名を高めていきます

・保護者会	 �6月29日（土） 
	 	 【1部1年生・2部1年生・2部3年生】
・保護者個別面談	 7月13日（土）
	 	 【1部2年生・2部2年生】

・保護者会	 7月20日（土）・12月21日（土）・
	 平成26年／3月15日（土）
・後援会総会	 5月19日（日）

・保護者会（1年）	 4月12日（金）
・後援会総会	 4月19日（金）
・学級懇談会	 4月26日（金）

■ 父母の会総会
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

4月17日（水）
4月16日（火）
4月18日（木）
4月19日（金）

■ 父親参観
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

6月1日（土）
5月18日（土）
5月12日（日）
5月26日（日）

■ 保育参観（2学期）
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

11月19日（火）
11月22日（金）
11月21日（木）
11月15日（金）

■ 保育参観（3学期）
・聖徳大学附属幼稚園 平成26年／2月14日（金）

■ 父母の会総会
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

4月19日（金）
4月20日（土）
4月18日（木）

■ 保育参観・試食会（1学期）
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

5月14日（火）・15日（水）
6月5日（水）・6日（木）
5月16日（木）・17日（金）

■ 父親参観
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

6月2日（日）
5月19日（日）
6月1日（土）

■ 保育参観（3学期）
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

平成26年／2月26日（水）
平成26年／2月27日（木）
平成26年／2月17日（月）

■ 保育参観（2学期）
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

11月22日（金）
11月8日（金）
11月6日（水）・7日（木）

専門学校

附属小学校

三 田 3 園

附 属 4 園

附属女子中高

取手聖徳女子中高

大学 ･ 短期大学部

・保護者会	 7月20日（土）・12月20日（金）・
	 平成26年／3月15日（土）
・後援会総会	 4月29日（月・祝）

・5月18日（土）	 13：00	定期総会� 聖徳大学

・6月9日（日）	 13：00	北海道支部総会・保護者会
� 札幌グランドホテル

・9月1日（日）	 10：30	静岡県支部総会・保護者会
� 静岡・ホテルアソシア静岡

・9月8日（日）	 10：30	甲信地区支部総会・保護者会
� 甲府・談露館

・9月15日（日）	 10：30	東北（南）支部総会・保護者会
� 郡山・ビューホテルアネックス

・9月22日（日）	 10：30	新潟地区支部総会・保護者会
� ホテルニューオータニ長岡

・10月6日（日）	 10：30	東北（北）支部総会・保護者会
� 盛岡・ホテルニューカリーナ

・10月27日（日）	10：30	九州・沖縄地区支部総会・保護者会
� ホテル日航那覇グランドキャッスル

・11月3日（日）	 10：30	東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同）
� 聖徳大学

・11月17日（日）	 10：30	北関東支部総会・保護者会
� 大宮・JA共済埼玉ビル

・11月24日（日）	10：30	千葉県支部総会・保護者会
� 聖徳大学

平
成
25
年
度 

後
援
会
・
保
護
者
会 

開
催
日
程

4月16日（火）
4月15日（月）
4月16日（火）
4月16日（火）

4月18日（木）
4月17日（水）
4月19日（金）
4月17日（水）

4月19日（金）
4月18日（木）
4月22日（月）
4月18日（木）

■ 保育参観（1学期）
・年長組

聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

・年中組
聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

・年少組
聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

平成26年／2月18日（火）
平成26年／2月13日（木）
平成26年／2月20日（木）

学生による発表

　尾崎紅葉、坪内逍遥、島崎藤村、谷崎潤一郎、
川端康成、吉川英治、有吉佐和子ら１３名の原稿
を展示し、貴重な空間を醸し出しています。

川端 康成「東京の人」
（昭和30年）

♪

  

♪

 

♪

♬
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二
月
二
十
一
日（
木
）、附
属

幼
稚
園
の
年
中
児
が
、聖
徳
大

学
附
属
小
学
校
に
一
日
体
験

入
学
に
行
き
ま
し
た
。移
動
の

バ
ス
の
中
で
は
、「
す
ご
く
楽

し
み
！
」「
小
学
校
っ
て
お
勉

強
す
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
よ
」

「
お
勉
強
し
て
る
か
ら
静
か
に

し
な
き
ゃ
ね
」な
ど
、小
学
校

見
学
に
対
す
る
期
待
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
到
着
す
る
と
、ふ

れ
あ
い
広
場
に
四
年
生
の
児

童
が
そ
ろ
い
、「
小
さ
な
世
界
」

の
曲
を
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
フ

ル
ー
ト
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど

で
演
奏
し
、迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。校
長
先
生
の
話
の
後
、
四

年
生
の
児
童
が
園
児
と
手
を

つ
な
ぎ
、校
内
を
案
内
し
て
く

れ
ま
し
た
。幼
稚
園
と
は
違
う

大
き
な
机
や
椅
子
、さ
ま
ざ
ま

な
設
備
が
整
っ
た
教
室
に
圧

倒
さ
れ
る
園
児
に
、児
童
た
ち

が
園
児
の
目
の
高
さ
に
腰
を

下
ろ
し
、目
を
見
て
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
中
に
は
本
園
の
卒

業
生
も
お
り
、体
が
大
き
く
な

る
だ
け
で
は
な
く
、は
っ
き
り

と
し
た
口
調
で
幼
児
に
小
学

校
の
説
明
を
し
た
り
、優
し
く

問
い
か
け
る

姿
を
見
て
、

心
身
共
に
成

長
が
感
じ
ら

れ
、
本
当
に

う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

今
、
幼
小

連
携
が
求
め

ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回

の
よ
う
に
地

域
の
小
学
校

と
連
携
を
図

り
、
よ
り
よ

い
保
育
が
で

き
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

三
月
十
四
日（
木
）、附
属
小

学
校
の
第
二
十
五
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。六

年
間
の
小
学
校
生
活
最
後
の
一

日
と
な
り
、卒
業
生
の
表
情
は

晴
れ
や
か
で
も
あ
り
、少
し
寂

し
そ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
大
勢
の
来
賓
の

方
々
、在
校
生
、保
護
者
の
皆
さ

ま
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、卒
業

生
八
十
八
名
一
人
ひ
と
り
が
佐

藤
幸
雄
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証

書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

際
に
は
、校
長
先
生
か
ら
の「
お

め
で
と
う
」と
い
う
言
葉
に
対

し
て
、し
っ
か
り
と
目
を
見
な

が
ら「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
答
え
る
声
が
体
育
館
中

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

そ
ろ
っ
た
礼
、意
識
さ
れ
た

指
先
、力
強
い
呼
び
か
け
、す
べ

て
に
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
自

信
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。在
校

生
代
表
と
し
て
参
列
し
た
四
、

五
年
生
も
、卒
業
生
の
立
派
な

後
ろ
姿
を
目
に
焼
き
付
け
て
、

「
自
分
た
ち
も
こ
の

姿
を
引
き
継
い
で
い

く
ん
だ
」と
気
を
引

き
締
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
朝
か
ら

小
雨
が
降
り
、天
候

が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、今
ま
で
の
児
童

た
ち
の
頑
張
り
を
褒

め
た
た
え
る
か
の
よ

う
に
、終
わ
る
こ
ろ

に
は
青
空
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。そ
の

青
空
と
同
じ
よ
う

に
、曇
り
な
く
澄
み

渡
っ
て
ど
こ
ま
で
も

広
が
っ
て
い
る
卒
業

生
た
ち
の
未
来
、今

後
の
活
躍
を
願
っ
て

い
ま
す
。

厳粛かつ感動的な式となりました

八
十
八
名
の
晴
れ
や
か
な
姿

「
第
二
十
五
回
卒
業
証
書
授
与
式
」

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
小
学
校
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

附属小のお兄さん、お姉さんと交流しました

　

二
月
十
五
日（
金
）、年
長
児

は
松
戸
市
が
取
り
組
ん
で
い

る「
減ゲ

 
ン
 
コ
 
ツ

Ｃ
Ｏ
２
作
戦
」の
一
環

と
し
て
、ど
ん
ぐ
り
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。減
Ｃ
Ｏ
２
作
戦

と
は
、緑
を
増
や
し
、空
気
中

の
二
酸
化
炭
素
を
き
れ
い
に

し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、自
ら
育
て
た
ど
ん
ぐ
り

の
苗
木
を
植
樹
す
る
の
は
、今

回
で
二
回
目
で
す
。

　

三
年
前
の
年
少
組
の
時
、

「
二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
」

へ
の
遠
足
の
際
に
、園
児
た
ち

は
松
戸
市
よ
り“
ど
ん
ぐ
り
キ
ッ

ズ
隊
”
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
、広
場
で
拾
っ
た
ど
ん

ぐ
り
を
み
ん
な
で
世
話
を
し
、

三
年
間
成
長
を
見
守
っ
て
き

ま
し
た
。卒
園
を
目
前
に
植
樹

の
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
ホ
ー
ル
で
松
戸
市

環
境
課
の
方
や
園
長
先
生
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

ど
ん
ぐ
り
を
植
え
た
時
の
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
、園
長
先

生
の
紙
芝
居
を
見
て
、“
ま
ほ

う
の
こ
と
ば
”の
創
作
の
歌
を

元
気
い
っ
ぱ
い
歌
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、い
よ
い
よ
植
え
付

け
で
す
。松
戸
市
の
園
芸
協
会

の
方
々
の
指
導
で
、幼
稚
園
に

隣
接
し
た
ペ
ン
ギ
ン
公
園
に

植
樹
し
ま
し
た
。シ
ャ
ベ
ル
で

穴
を
掘
っ
て
木
を
植
え
、水
も

か
け
て
「
大
き
く
な
あ
れ
、大
き

く
な
あ
れ
」と
か
け
声
を
か
け

ま
し
た
。

　

十
年
、二
十
年
後
の
成
長
が

楽
し
み
で
す
。ど
ん
ぐ
り
の
木

が
大
き
く
枝
を
広
げ
、緑
の
葉

が
い
っ
ぱ
い
茂
る
こ
ろ
、園
児

た
ち
も
立
派
に
成
長
し
、社
会

で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

減ゲ
 
ン
 
コ
 
ツ

Ｃ
Ｏ
２
ど
ん
ぐ
り

キ
ッ
ズ
隊
の
植
樹

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

力を合わせて緑を増やしました

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

取
手
聖
徳
女
子
中
高
は
、平

成
二
十
二
年
二
月
に
文
部
科
学

大
臣
よ
り
指
定
を
受
け
、特
別

の
教
育
課
程「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。坂

東
眞
理
子
先
生
に
よ
る
開
講
記

念
講
演
会
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、当
初
は
三
年

間
の
期
限
付
き
の
指
定
で
し
た

が
、平
成
二
十
四
年
十
二
月
に

指
定
内
容
の
変
更
が
受
理
さ

れ
、来
年
度
以
降
も
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て「
女
性
キ
ャ
リ

ア
」に
取
り
組
む
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

二
月
十
七
日

（
日
）、千
葉
県
我

孫
子
市
の
ケ
ヤ

キ
プ
ラ
ザ
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
に

て
、「
第
十
五
回

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
コ
ン

サ
ー
ト（
箏
曲
部

定
期
演
奏
会
）」

を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
も
尺
八

演
奏
家
・
坂
田
梁

山
先
生
に
賛
助

出
演
し
て
い
た

だ
き
、「
春
の
海

２１
」「
黒
田
節
に

よ
る
幻
想
曲
」「
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
」な

ど
全
八
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
会
場
も
変
わ
り
、

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、会
場

を
埋
め
た
百
二
十
人
余
り
の
お

客
様
の
温
か
な
拍
手
に
包
ま

　

生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き

を
得
て
、「
志
」を
大
き
く
育
て

て
き
た
結
果
、進
路
は
多
様
化

し
、学
力
の
大
き
な
伸
び
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。特
に
考

え
る
力
や
表
現
力
の
伸
長
は
目

覚
ま
し
く
、全
国
レ
ベ
ル
の
大

会
等
で
活
躍
す
る
生
徒
も
多
く

輩
出
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
、総

ま
と
め
と
し
て
実
施
し
た
中
学

生
の「
演
劇
発
表
会
」、高
校
生

の
卒
業
研
究
レ
ポ
ー
ト
集『
明

日
へ　
し
な
や
か
に
』は
、学
び

の
集
大
成
と
呼
べ
る
仕
上
が
り

に
な
り
ま
し
た
。

れ
、
無
事
コ
ン
サ
ー
ト

を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。取
手
市
や
我

孫
子
市
な
ど
地
域
の
情

報
に
よ
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
っ
た
初
め
て
の
お

客
様
も
多
く
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に「
感
動
し
た
」

「
来
年
も
来
ま
す
」等
の

う
れ
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

八
月
に
長
崎
で
開
催

さ
れ
る「
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
」
へ
の

出
場
が
既
に
決
ま
っ
て

い
た
箏
曲
部
で
す
が
、

先
日
、
茨
城
県
か
ら
推

薦
を
い
た
だ
き
、総
合
文
化
祭

の
総
合
開
会
式
に
も
三
県（
富

山
・
長
崎
・
茨
城
）を
代
表
し
て

出
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。部
員
一
同
、一
層
の
努
力
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」教
育
課
程
特
例
校
指
定
延
長

第
十
五
回
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

中学2年生による「食」をテーマとしたプレゼン

琴の音色が観客を魅了しました

卒業研究レポート集『明日へ　しなやかに』
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二
月
二
十
二
日（
金
）、年
長

組
の
園
児
た
ち
は
お
別
れ
遠

足
に
行
き
ま
し
た
。朝
の
集
合

時
間
に
は
、と
び
き
り
の
笑
顔

で
幼
稚
園
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。幼
稚
園
に
黄
色
い
大
き
な

は
と
バ
ス
が
や
っ
て
く
る
と
、

「
わ
あ
ー
っ
！
」
と
い
う
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

見
送
り
の
保
護
者
の
方
に

手
を
振
っ
て
、葛
西
臨
海
水
族

園
へ
出
発
で
す
。バ
ス
の
中
で

は
、水
族
園
ク
イ
ズ
を
し
て
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。お
別
れ

遠
足
は
、園
生
活
最
後
の
思
い

出
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
や
友
達
と
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
、ま
た
、公
衆
道
徳
を

学
ぶ
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

水
族
園
で
は
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
と

見
学
で
す
。イ
ワ
シ
の
群
れ
と

サ
メ
が
一
緒
に
入
っ
て
い
る

水
槽
の
前
で
は
、「
キ
ラ
キ
ラ

光
っ
て
い
る
ね
」

「
絵
本
の
ス
イ
ミ

ー
み
た
い
だ
ね
」、

大
き
な
マ
グ
ロ
を

見
た
時
に
は「
み

ん
な
グ
ル
グ
ル
回

っ
て
い
る
ね
」な

ど
と
言
っ
て
、
真

剣
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

お
昼
は
、
家
の

方
に
作
っ
て
い
た

だ
い
た
お
弁
当
を

友
達
や
先
生
に
見

せ
合
い
、
う
れ
し

そ
う
に
ほ
お
張
っ

て
い
ま
し
た
。そ

の
よ
う
な
姿
か

ら
、
入
園
し
た
ば

か
り
の
こ
ろ
は
お
母
さ
ん
か

ら
離
れ
ら
れ
ず
に
泣
い
て
い

た
園
児
た
ち
が
心
も
体
も
大

き
く
成
長
し
た
こ
と
を
実
感

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ふれあいコーナーでは実際にサメやエイを触りました

　

毎
年
、父
の
日
に
ち
な
ん
で

六
月
に「
父
親
参
観
」を
行
っ

て
い
ま
す
。園
児
は
、
普
段
仕

事
で
な
か
な
か
か
か
わ
る
時

間
が
少
な
い
お
父
様
と
一
緒

に
遊
べ
る
こ
の
行
事
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
は
お
父
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
作
っ
た
り
、絵
を
描
い

た
り
、「
す
て
き
な
パ
パ
」の
歌

を
歌
っ
て
当
日
が
来
る
の
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。来
園

し
て
く
だ
さ
る
お
父
様
方
も

一
年
に
一
度
の
お
父
様
が
メ

イ
ン
の
こ
の
行
事
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
、園
児
を
広
い
心

で
受
け
止
め
、優
し
い
目
で
見

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
に
保
育
を
展

開
し
、ど
の
ク
ラ
ス
も
お
父
様

と
た
く
さ
ん
か
か
わ
れ
る
内

容
や
、体
を
使
っ
て
遊
ぶ
活
動

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。「
す

て
き
な
パ

パ
」
の
歌

の
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
際

に
は
、
感

動
し
、
涙

ぐ
ん
で
し

ま
う
お
父

様
も
い
ら

っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

お
父
様

に
は
園
で

の
様
子
を

知
っ
て
い

た
だ
い
た

り
、
講
演

会
で
子
育

て
の
ヒ
ン

ト
に
な
る

よ
う
な
話

を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今
年
も
六
月
に
父
親
参
観

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、園
目
標
の
ね

ら
い
の
中
の
一
つ
で
あ
る「
健

康
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
」

が
補
え
る
よ
う
に
給
食
を
取

り
入
れ
、食
事
の
マ
ナ
ー
を
身

に
付
け
、偏
食
を
な
く
し
、食

材
に
興
味
が
持
て
る
よ
う
に

週
四
回
給
食
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
給
食
が
大
好

き
で
、毎
日
、「
今
日
の
お
給
食

は
何
だ
ろ
う
？
」と
喜
ん
で
登

園
し
て
き
ま
す
。降
園
時
に
は
、

「
今
日
も
お
給
食
た
く
さ
ん
食

べ
た
よ
」「
明
日
は
何
か
な
？
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
姿
も

見
ら
れ
ま
す
。年
少
児
の
一
学

期
は
、給
食
に
慣
れ
ず
、「
食
べ

ら
れ
な
い
」「
お
野
菜
は
嫌
」と

言
っ
て
い
た
園
児
た
ち
も
、二

学
期
に
は
、「
お
い
し
い
ね
」

「
お
か
わ
り
を
た
く
さ
ん
し
た

よ
」「
お
野
菜
大
好
き
」と
、好

き
嫌
い
し
な
い
で
残
さ
ず
給

食
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
、自
信
を
持
つ
園
児
た
ち
が

増
え
て
き
ま
す
。好
き
嫌
い
せ

ず
い
た
だ
け
る
こ
と
で
、風
邪

を
ひ
か
な
い
丈
夫
な
体
作
り

が
で
き
、体
力
も
付
き
ま
す
。

　

ま
た
、食
事
の
マ
ナ
ー
も
身

に
付
い
て
い
き
ま
す
。順
番
よ

く
食
べ
て
い
く
三
角
食
べ
も

身
に
付
き
、お
箸
も
正
し
く
持

て
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、

「
見
て
！
」「
こ
う
や
っ
て
使
う

ん
だ
よ
」と
、友
達
同
士
で
見

せ
合
っ
た
り
、教
え
合
っ
た
り

す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

集
団
生
活
の
中
で
、マ
ナ
ー

を
守
る
こ
と
、食
べ
物
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
や
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
等
が
身
に
付
き
、こ

れ
が
幼
稚
園
生
活
で
の
給
食

の
よ
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

園児にもお父様にも楽しんでいただける父親参観

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

も
う
す
ぐ
よ
う
ち
え
ん

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

楽
し
か
っ
たお別

れ
遠
足

　

平
成
二
十
五
年
度
に
入
園

す
る
未
就
園
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た「
も
う
す
ぐ
よ
う

ち
え
ん
」を
二
回
実
施
し
ま
し
た
。

入
園
前
に
雰
囲
気
に
慣
れ
、幼

稚
園
生
活
に
期
待
を
持
つ
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
玄
関
に
は
、お
母

様
に
手
を
ひ
か
れ
、「
こ
ん
に
ち

は
」と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

未
就
園
児
、中
に
は
緊
張
す
る

未
就
園
児
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
て
手
遊

び
を
し
た
り
、先
生
か
ら「
今

日
か
ら
皆
さ
ん
は
聖
徳
幼
稚

園
の
子
ど
も
で
す
よ
」と
話
を

聞
く
と
、よ
う
や
く
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
、笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
回
目
は
、入
園
ま
で
に
身

に
付
け
る
必
要
の
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、在
園

児
を
手
本
に
制
服

の
着
脱
の
様
子
を

見
て
、
実
際
に

行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
だ
ま

だ
、母
親
任
せ
で

や
ろ
う
と
し
な
い

未
就
園
児
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、楽
し

み
な
が
ら
練
習
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
す
る
と
、「
な
る

ほ
ど
！
」と
お
母

様
の
方
が
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

二
回
目
は
、お
母
様
に
お
弁

当
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、給
食

の
体
験
で
す
。在
園
児
が「
お
父

さ
ん
指
と
お
母
さ
ん
指
と
お
兄

さ
ん
指
で
持
つ
ん
だ
よ
」と
、お

箸
を
上
手
に
使
い
、持
ち
方
を

教
え
て
い
る
こ
と
に
驚
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

入
園
式
ま
で
に
ど
れ
だ
け

身
に
付
け
て
い
た
だ
け
る
か

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、聖
徳
教

育
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、四
月
に
新
入
園
児
と
し
て

お
迎
え
す
る
こ
と
を
教
職
員

一
同
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

入
園
式

お
と
う
さ
ん
大
好
き

「
父
親
参
観
」

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

お
い
し
い
給
食

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

みんなでマナーを守って上手に食べます

　

真
新
し
い
制
服
を
身
に
付

け
た
新
入
園
児
が
、期
待
と
不

安
で
胸
を
弾
ま
せ
な
が
ら
登

園
し
て
く
る
入
園
式
は
、新
し

い
先
生
、新
し
い
友
達
と
の
出

会
い
の
場
で
す
。保
護
者
の
方

と
手
を
つ
な
い
で
喜
ん
で
登

園
し
て
く
る
園
児
、保
護
者
と

離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
か
ら

緊
張
し
た
顔
で
登
園
し
て
く

る
園
児
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

式
場
で
は
、泣
い
て
い
る
園

児
も
い
ま
す
が
、先
生
た
ち
の

ま
ね
を
し
て
園
歌
を
歌
っ
た

り
、
学
園
長
・
園
長
先
生
や
ご

来
賓
の
話
の
中
の「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
言
葉
に
、

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
最
初
は
答
え
て
い
ま
す
が
、

次
第
に
先
生
の
ま
ね
を
し
な

が
ら「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
返
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
生

と「
ぱ
ん
だ
・
う

さ
ぎ
・
こ
あ
ら
」

の
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
と
一
緒
に
手

あ
そ
び
を
す
る

と
泣
い
て
い
た

園
児
も
笑
顔
に

な
り
ま
す
。

　

緊
張
と
不
安

の
中
で
過
ご
し

た
入
園
式
で
は
、

初
め
て
の
集
団

活
動
の
中
で
約

束
や
あ
い
さ
つ

の
大
切
さ
を
教

え
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
方
に

幼
稚
園
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う

に
保
育
を
し
て

い
く
か
も
伝
え
る
よ
い
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。

ドキドキ、ワクワクの新入園児

在園児と一緒に楽しいお昼
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詳細はホームページでご確認ください。   http://www.kasuganomori.com

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。
お気軽にお電話ください！

TEL. 0267-52-2111
学生・教職員５,４００円〜

卒業生・家族・同伴者８,３００円〜

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉

（1泊2食付）

長野県佐久市春日2258-1

　好評につき、4月末日までにご宿泊いただいたお客
様に信州・望月高原でのびのびと育った牛たちの良質
な牛乳から生まれた「コクと風味豊かな本格的飲む
ヨーグルト」を差し上げます（150ml、お一人様1本）。
ぜひこの機会にかすがの森にお越しください。

「飲むヨーグルト」プレゼント

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

一般9,400円〜のところ

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：047-392-8111（代）

▶5月25日［土］▶6月16日［日］学校説明会

■ 聖徳大学附属小学校（共学）　●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）　●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

▶4月28日［日］
10：00〜

▶5月11日［土］
9：30〜

▶6月9日［土］
9：30〜

▶6月23日［日］
9：30〜

▶6月25日［火］
17：30〜

▶5月25日［土］
10：00〜

▶6月22日［土］
13：00〜

昼の 夜の

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学）　●お問い合わせ：047-365-1200

▶6月8日［土］ ▶6月22日［土］学校説明会

音楽科説明会 中学校・高等学校
SEITOKUフェア

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

全て10：00〜

▶6月1日［土］	
▶6月30日［日］	

13：00〜15：30　予約不要・入退場自由
13：00〜15：30　予約不要・入退場自由

大学院合同説明会
入学説明会

※会食体験あり

※授業見学　入試説明　会食体験あり

　学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。今後も内容の充実に努めてまいり
ますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

ご意見・ご感想の宛て先
〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

〈アンケート URL〉 http://www.seitoku. jp/gakuen/flash/

13.4.1 re（20,9）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第65号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

在学生のスタッフもお待ちしています

聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

開催します！！
2013年度オープンキャンパス日程

予約不要・入退場自由

　聖徳大学では、毎月オープンキャンパスを開催して
います。在学生によるキャンパスツアーや、センパイ
広場（在学生とキャンパスライフについてフリートーク）、
教員による学科コーナーなど、聖徳のことがよくわかる
企画がたくさんあります！お友達やご家族とお気軽に
お越しください♪

　聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、４月～
７月に開講する講座を１０ジャンル２１６講座取りそろ
えています。新しい年に新たな一歩を踏み出してみま
せんか？ 講座の詳しい内容についてはパンフレット
をご請求いただくか、お電話・窓口にてお尋ねください。
・パイプオルガン・レクチャーコンサートシリーズ2013 in 聖徳大学
	 講師　松居・勝山・浅井

・ヴェルディとワーグナーの世界へようこそ！～生演奏で贈る音楽の花束～
	 講師　山本まり子
・ランナーのためのスポーツ栄養講座＆クッキング～	 講師　新生 暁子
・「名君」保科正之の生涯	 講師　小池 進
・『論語』に学ぶ人の生き方	 講師　神鷹 徳治
・初心者のためのパソコン入門講座	 講師　前田 勲
・伝わる朗読～健康になる腹式呼吸と発声方法～	 講師　柴田かおる
・イタリア語旅行会話	 講師　小島 友仁

平成2５年度 第Ⅰ期（春期）
聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）公開講座のご案内

　本講座は全5回を通じて、和食・洋食・中華とさまざまな料理
を学べます。今回のメニューは、「だいこんと手羽中の豆板醤煮」
「アサリと青菜のニンニク炒め」「ユリ根とえびの中華スープ」「中華クッキー」でした。
講師のレシピ解説の後、各メニュー同時進行で調理しました。

　先生のモットーは、プ
ロの料理というより、日
常で使える家庭的な料
理を教えること。料理を
一段とおいしくするため
のコツを学びました。受

講生から講師への質問
が自由に飛び交う中、
受講生同士でも教え合
いました。

PICK UP!

　夏には富士山の世界遺産登録も期待され
ています。富士五湖へ観光の際にはぜひ、
山中湖ガーデンへご宿泊ください！今年も
多くの皆さまのお越しをお待ちしております。

学園料金 1泊2食　大人6,500円～
（10名以上グループプランは6,000円～）

ご予約はインターネットで！！

山梨県南都留郡山中湖村平野５０６ Tel.0555-62-3111

●詳細はホームページでご確認ください。
山中湖ガーデン 検 索 ▲

http://www.yamanakako-garden.com/外観

インターネット予約受付中！

山中湖ガーデン森と湖のヒーリングリゾート

のご宿泊まで期間限定オープン 7／10〜9／29

今井講師（右）

中
華
４
品

東日本大震災復興支援チャリティコンサート開催

～心でつなぐ千人のヴァイオリニストのリレー～

平成25年度 SOAオープニングセレモニー

千の音色でつなぐ絆
震災の瓦礫から作られた2台のヴァイオリン
を、千人のヴァイオリニストがリレーして
受け継ぎながら、千の音色を奏で復興への思

いを繋げていく
プロジェクト。
そ の 運 営 組 織

「命をつなぐ木
こ

魂
だま

の会」事務局の大庭泰三氏
にお話を伺い、ヴァイオリン
の音色をお聴かせします。

　聖徳大学演奏学科教員による
演奏をお届けします。

コーディネーター

原 佳之
聖徳大学演奏学科教授

ご案内

山本 まり子
聖徳大学音楽総合学科教授

聖徳大学SOA音楽研究センター長

音楽学部ミニコンサート

復興の槌
つち

音
おと

～勇気、力をあなたに～

※取手・守谷より無料送迎バス（取手駅東口9：30 発　守谷駅西口9：20 発）

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▶4／14（日）
13：00〜16：00

▶10／13（日）
13：00〜16：00

▶5／26（日）
13：00〜16：00

▶12／15（日）
13：00〜16：00

▶9／8（日）
10：30〜16：00

学食体験あり

▶8／4（日）
10：30〜16：00

学食体験あり

▶5／3（金・祝）
10：30〜16：00

学食体験あり

▶11／17（日）
13：00〜16：00

▶7／14（日）
10：30〜16：00

学食体験あり

▶6／16（日）
10：30〜16：00

学食体験あり

▶8／17（土）
10：30〜16：00

学食体験あり

フリーダイヤル0120-66-5531聖徳大学入学センター

お気軽にお越し下さい♪

岡山 潔
ヴァイオリン

村田 千佳
ピアノ

会　場：聖徳大学川並香順記念講堂　　お申込み・お問い合わせ先：生涯学習課　TEL：０４７-３６５-３６０１
日　時：平成25年4月13日（土） 13時開演（15時30分ごろ終了予定）　　参加費：無料（電話または窓口にて要事前申込み）

　第3回２月１５日（金）実施（　　　　　　　　　　） 　講師  今井 悦子 人間栄養学科教授

日時：４月２６日、５月１０日、５月３１日、６月１４日、７月５日の全５回　　金曜日１８：３０～２０：３０

調理後に受講生で囲む食卓も講座の醍醐味

平成25年度 第Ⅰ期  「やさしい料理教室」    講師 桂・今井・長谷川

   受講生でもある
生涯学習課・高橋さん

主婦の方、料理に興味のある方は、
献立のレパートリーが増えますよ！

お申込み・お問い合わせ先：生涯学習課　TEL：０４７-３６５-３６０１

「やさしい料理教室」
平成24年度 第Ⅲ期SOA公開講座

お申込み・お問い合わせ先：生涯学習課　TEL：０４７-３６５-３６０１


